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夢や希望を胸に
未来へ歩み出す

　成人の門出を祝う市成人式は1月10日、第一中学校体育館で開かれまし
た。会場には、スーツやはかま姿の男性や華やかな振り袖を着た女性が続々
と集合。同級生と笑顔で近況を話し合ったり、晴れ姿を一緒にカメラで撮
影し合ったりして、久しぶりの再会を喜んでいました。式典には、多くの
家族も一緒に訪れ、我が子の晴れ姿に目を細めていました。
　澄み渡った青空に恵まれたこの日、夢や希望を抱いた新成人196人が大
人としての一歩を踏み出しました。
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陸
前
高
田
市

復
興
の
歩
み

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
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平
成
23
年
3
月
11
日
―
。
陸

前
高
田
市
に
甚
大
な
被
害
を
与

え
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
、
間

も
な
く
丸
５
年
を
迎
え
る
。

　

震
災
後
、
高
田
地
区
で
は
住

宅
の
高
台
移
転
に
伴
う
造
成
や

中
心
市
街
地
を
か
さ
上
げ
す
る

た
め
の
大
規
模
な
土
砂
運
搬
が

進
み
、
そ
の
風
景
は
日
々
変
貌

し
て
い
る
。

　

平
成
26
年
3
月
か
ら
は
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
が
稼
働
。
気
仙

町
か
ら
高
田
町
へ
東
京
ド
ー
ム

約
４
個
分
の
土
砂
を
運
搬
し
、

平
成
27
年
9
月
に
運
転
を
終
了

し
た
。
被
災
地
に
張
り
巡
ら
さ

れ
復
興
を
象
徴
し
た
全
長
約
３

㌔
に
及
ぶ
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー

も
解
体
が
進
み
、
見
慣
れ
た
風

景
が
ま
た
一
変
し
た
。
高
田
沖

な
ど
に
運
ば
れ
た
土
砂
は
、高
さ

約
20
㍍
に
ま
で
達
し
、中
心
市
街

地
を
形
成
す
る
た
め
に
仮
り
置

き
さ
れ
た
。
復
興
の
歩
み
は
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
に
進
ん
で
い
る
。

　

中
心
市
街
地
に
は
、
市
立
図

書
館
を
併
設
す
る
大
型
商
業
施

設
を
計
画
。
同
施
設
を
中
心
に

高田地区土地区画整理事業・高台２周辺
平成28年1月

多
く
の
人
が
集
う
商
店
街
の
形

成
も
目
指
し
て
い
る
。

　

被
災
市
街
地
土
地
区
画
整
理

事
業
の
う
ち
、
恒
久
的
な
住
ま

い
の
確
保
に
向
け
て
、
工
事
が

完
了
し
た
高
台
2
で
は
、
被
災

者
に
宅
地
が
引
き
渡
さ
れ
、
住

宅
の
建
設
が
始
ま
っ
た
。

　

震
災
後
、
早
期
復
興
に
向
け

た
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
る
三
陸
沿
岸
道
路
・
唐

桑
高
田
道
路
（
唐
桑
北
～
陸
前

高
田
・
延
長
10
㌔
）
で
は
、
平

成
30
年
度
の
供
用
開
始
に
向
け

て
急
ピ
ッ
チ
に
工
事
が
進
む
。

「
仮
称
・
新
気
仙
大
橋
」
が
気
仙

川
を
渡
り
始
め
、
平
成
28
年
１

月
22
日
に
は
「
仮
称
・
気
仙
ト

ン
ネ
ル
」の
貫
通
式
が
開
か
れ
た
。

　

復
興
工
事
が
進
み
、
め
ま
ぐ

る
し
く
変
わ
る
古
里
の
風
景
―
。

そ
の
変
化
は
、
日
々
の
生
活
か

ら
は
感
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
写
真
は
復
興
が
着
実

に
前
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
私

た
ち
に
気
付
か
せ
る
。
そ
し
て
、

古
里
の
未
来
へ
の
希
望
と
期
待

を
膨
ら
ま
せ
る
。

特
集陸前高田市 復興の歩み
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②三陸沿岸道路

平成28年1月 平成27年3月

東日本大震災で被災した陸前高田市は、新たなま
ちづくりに向けた工事が進み、その風景も大きく
変化してきている。これまでの復興の歩みを写真
で振り返る。

変わりゆく高田の風景
東日本大震災から丸 5 年

三陸沿岸道路の仮称・新気仙
大橋は、平成25年3月に着工
し全長438㍍。三陸沿岸道路・
唐桑高田道路は、平成30年度
の開通に向けて工事が進む。

▼

平成28年1月 平成26年11月

①ベルトコンベヤー

平成27年9月平成28年1月

平成26年3月末から稼動し、気仙町今泉地区から土砂を搬送したベ
ルトコンベヤーは、27年9月に運転を終了。28年2月までに設備が
解体される。「希望のかけ橋」は28年4月～ 9月に解体される予定。

▼

▼

①

③
高田町

気
仙
町 ⑤

④

②

③中心市街地 商業施設など中心市街地の整備に向けて、かさ上げ工事が急ピッチ
に進んでいる。平成27年12月には、市道大町線が海抜高10㍍を超
えるかさ上げ地に整備された道路に切り替わった。
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⑤旧「道の駅・タピッ
ク45」周辺

平成23年6月平成28年1月

気仙町今泉地区の高台からベ
ルトコンベヤーで運ばれた土
砂が仮置きされている風景が
広がる。かさ上げ区域への土
砂の運搬が進む。

▼
平成23年7月平成28年1月

▼

④高田松原周辺 12.5㍍の高さで約2㌔にわたる防潮堤の整備が進む。第一線堤と第
二線堤の間には松の苗を植栽する。砂浜の整備と併せて高田松原の
再生が計画されている。

特
集陸前高田市 復興の歩み

まだ、何も無い。でも、夢がある―。

　

手
作
り
の
Ｃ
Ｍ
で
市
町
村

の
魅
力
を
競
う
「
ふ
る
さ
と

Ｃ
Ｍ
大
賞 

ｉ
ｎ 

Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｅ 

２
０
１
５
」（
岩
手
朝
日
テ
レ
ビ

主
催
）
で
、
29
市
町
村
の
作
品

の
中
か
ら
陸
前
高
田
市
の
「
未

来
へ
の
手
紙
」
が
初
の
大
賞

に
選
ば
れ
た
。
作
品
は
高
田
高

校
の
前
に
広
が
る
か
さ
上
げ
地

で
撮
影
。
高
田
高
校
の
１
学
年

１
６
４
人
が
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
ア

キ
さ
ん
の
「
手
紙
」
を
熱
唱
し
、

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
古

里
に
向
け
た
思
い
を
伝
え
た
。

　

作
中
の
「
ま
だ
、
何
も
無
い
。

で
も
、
夢
が
あ
る
―
」
は
陸
前

高
田
の
今
だ
。
震
災
か
ら
丸
５

年
を
迎
え
る
今
、
目
の
前
に
は

広
大
な
か
さ
上
げ
地
が
広
が
っ

て
い
る
。
こ
の
、
無
地
の
キ
ャ

ン
バ
ス
に
、
一
人
一
人
が
力
強

く
夢
を
描
く
こ
と
で
陸
前
高
田

の「
復
興
」は
笑
顔
あ
ふ
れ
る「
福

幸
」
へ
と
形
を
変
え
る
。
さ
あ
、

共
に
歩
も
う
。「
夢
」
に
あ
ふ
れ

た
陸
前
高
田
市
の
未
来
へ
。

「
復
興
」か
ら

「
福
幸
」へ

⑤



　

新
成
人
の
門
出
を
祝
う
か
の
よ
う
に

澄
み
切
っ
た
青
空
が
広
が
っ
た
１
月
10

日
、「
平
成
28
年
陸
前
高
田
市
成
人
式
」

が
第
一
中
学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。
成
人

式
は
、
戦
後
の
１
９
４
６
年
、
次
代
を
担

う
若
者
に
希
望
を
与
え
て
励
ま
す
た
め
、

埼
玉
県
蕨わ

ら
び

町（
現・蕨
市
）で
行
わ
れ
た

「
青
年
祭
」
が
始
ま
り
で
す
。
現
在
の
成

人
式
は
、
１
９
４
８
年
に
「
成
人
の
日
」

が
制
定
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
全
国
へ
広

が
り
を
見
せ
ま
し
た
。　

　

午
前
10
時
か
ら
の
式
典
で
戸
羽
太
市

長
は
「
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
と

き
、
皆
さ
ん
は
中
学
３
年
生
で
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
迎
え

た
成
人
式
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
皆
さ
ん
の

力
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
若
い
発
想
で

陸
前
高
田
市
を
つ
く
っ
て
い
っ
て
ほ
し

い
」
と
式
辞
を
述
べ
激
励
し
ま
し
た
。

市
選
挙
管
理
委
員
会
の
齊
藤
篤あ

つ
し志

委
員

長
は
、
新
成
人
代
表
の
菅
野
奈な

な

み
々
美
さ

ん
（
高
田
町
）
へ
記
念
品
を
手
渡
し
、

高
田
高
吹
奏
楽
部
が
市
民
歌
な
ど
を
演

奏
。新
成
人
の
門
出
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　
「
成
人
の
誓
い
」
で
は
、
新
成
人
を

代
表
し
て
吉
田
拓た

く

海み

さ
ん
と
村
上
彩さ

や

香か

さ
ん
（
広
田
町
）
が
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。
出
席
者
は
、
こ
れ
ま
で
の
感
謝
と

古
里
へ
の
思
い
を
胸
に
、
凛り

ん

と
し
た
表

情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
記
念
行
事
（
成
人

式
実
行
委
員
会
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
こ
の
町
の
未

来
を
見
つ
め
て
」。
実
行
委
員
長
の
村
上

莉り

く玖
さ
ん
（
気
仙
町
）
は
「
地
元
に
貢

献
で
き
る
よ
う
に
目
標
に
向
か
っ
て
共
に

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。
会
場
で
は
、
ま
ち
の
好
き
な
と
こ

ろ
や
将
来
の
夢
な
ど
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形

式
で
発
表
。
祝
い
の
餅
ま
き
も
行
わ
れ
、

会
場
は
笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
市
成
人
式
は
１
月
10
日
、
第
一
中
学
校
で
開
か
れ
、
新
成
人
が
古
里

へ
の
思
い
や
自
ら
の
目
標
を
胸
に
、
大
人
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

対
象
者
は
、
平
成
７
年
４
月
２
日
～
８
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
市
内
在
住

ま
た
は
本
市
出
身
の
２
３
２
人
。
式
に
は
１
９
６
人
︵
出
席
率
84
・
５
％
、
男

１
０
１
人
、
女
95
人
︶
が
臨
み
、
晴
れ
の
門
出
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

決
意
を
胸
に
、
大
人
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
す

平
成
28
年
陸
前
高
田
市
成
人
式

1_スーツや着物を着て希望に満ちた
笑顔を見せる新成人／ 2_司会を務め
た國井未岬さんと金濱明日香さん／
3_成人式実行委員長を務めた村上莉
玖さん／ 4_代表で記念品を受け取る
菅野奈々美さん／ 5_中学校ごとに同
級生と記念撮影／ 6_記念行事のイン
タビューで交流を深めた／ 7_多くの
人が新成人の成長を喜び門出を祝福
した／ 8_壇上から力強い掛け声で餅
がまかれた／ 9_振り袖姿で友人とう
れしそうに記念撮影／ 10_たかたのゆ
めちゃんも着物姿で成人式を祝った
／ 11_友人との再会に会話もはずむ

1

11

3

810

9

25 4

67
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進
路
決
定
や
困
難
に
挫
折
し
そ

う
な
と
き
、
多
く
の
人
の
支
え
を

実
感
し
ま
し
た
。成
人
式
を
迎
え
、

両
親
や
家
族
、
友
人
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
責
任
を
持
ち
、
多
く
の
人
を
支

　

成
人
式
を
迎
え
、両
親
や
家
族
、

先
生
、
地
域
の
皆
さ
ん
へ
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
私
は

教
員
を
目
指
し
大
学
で
学
ん
で
い

ま
す
。
社
会
人
で
は
責
任
あ
る
行

動
や
正
し
い
判
断
力
が
求
め
ら
れ

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
陸
前
高
田
市
に
貢
献

す
る
た
め
地
元
に
就
職
し
ま
し

た
。
道
路
整
備
な
ど
の
復
興
が
進

み
、う
れ
し
く
感
じ
ま
す
。
十
年
、

二
十
年
後
、
成
人
を
迎
え
た
自
分

の
子
ど
も
に
素
晴
ら
し
い
古
里
を

見
せ
る
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
で

す
。成
人
と
し
て
の
責
任
と
自
覚
、

古
里
へ
の
誇
り
を
胸
に
生
き
る
こ

と
を
誓
い
ま
す
。

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
目
標
と
な

る
成
人
を
目
指
し
ま
す
。

　

震
災
復
興
は
進
ん
で
い
ま
す

が
、
以
前
の
活
気
が
ま
だ
無
い
と

感
じ
ま
す
。
陸
前
高
田
市
を
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
で
盛
り
上
げ
た
い
で

す
。
未
来
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
困

難
が
待
ち
受
け
て
い
ま
す
が
、
夢

と
希
望
を
実
現
す
る
こ
と
が
市
へ

の
恩
返
し
で
す
。
今
を
大
切
に
生

き
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

吉
田
拓
海
さ
ん

村
上
彩
香
さ
ん

よ
し
だ
・
た
く
み　

広
田
町

む
ら
か
み
・
さ
や
か　

広
田
町

菅野健
けん

太
た

さ
ん 佐々木鮎

あゆ

美
み

さ
ん

久保　塁
るい

さ
ん 嶋村千

ち

春
はる

さ
ん

気仙町 米崎町

高田町 気仙町

　看護学校で勉学に励んで
います。20歳を迎え、お
世話になった皆さんに感謝
の気持ちで一杯です。何事
にも大人としての責任感を
持って行動したい。古里へ
の思いは昔も今も変わりま
せん。地元に就職して古里
に貢献したい。

　保育士を目指して専門学
校で学んでいます。自然豊
かな陸前高田市が大好きで
す。お世話になった皆さん
への感謝を忘れず、目標に
向かって責任と自覚を持ち
ながら行動したい。地元に
就職して復興に携わってい
きたい。

　地元で運転手の仕事をし
ています。社会人の一人と
して自覚をもちながら何事
にも挑戦していきたい。地
元の行事などまちおこしに
も積極的に参加して、若者
が働きやすく活気に満ちあ
ふれた陸前高田市を目指し
てがんばりたい。

　左官職人として地元に就
職し、復興を応援したい。
震災で大きな被害を受けた
古里で成人式を迎えられと
てもうれしい。震災を伝え
るだけでなく、歴史や伝統
の分野でも活気づく陸前高
田市に再生させたい。

新
成
人
の
誓
い

新
成
人
の
夢

︵
回
答
者
１
９
１
人
。
複
数
回
答
有
り
︶

新
成
人
の
思
い

20
歳
に
な
っ
て
特
に
意
識
す
る

こ
と
は
何
で
す
か
？

あ
な
た
は
、
陸
前
高
田
市
に
住

み
た
い
で
す
か
？

陸
前
高
田
市
が
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
今
後
の
課
題
は

何
で
す
か
？

選挙権
25人

責任感
120人

住みたい
135人

住みたくない
27人 結婚 8人

その他 5人

その他
29人

職場や地域での
役割 37人

生活環境整備
113人

その他 3人観光開発 20人
青少年の育成 20人

医療・福祉の
充実 61人

防災・防犯対策
35人

生涯スポーツの
振興 9人

教育・文化の
振興 20人

産業の振興
65人

環境の保全と
共生 22人
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市役所からのお知らせ

　

市
は
、
平
成
27
年
７
月
24
日

に
開
か
れ
た
第
２
回
大
船
渡
線

沿
線
自
治
体
首
長
会
議
の
場
で
、

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
Ｊ

Ｒ
大
船
渡
線
（
気
仙
沼
駅
～
盛

駅
間
43
・
７
㌔
㍍
）
を
Ｂ
Ｒ
Ｔ

（
バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム
）
で

復
旧
す
る
提
案
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本

か
ら
受
け
、
27
年
８
月
か
ら
市

長
直
送
便
や
地
区
懇
談
会
で
住

民
の
意
見
な
ど
を
集
約
し
て
き

ま
し
た
。
27
年
11
月
25
日
に
行

わ
れ
た
市
議
会
復

興
対
策
特
別
委
員

会
で
、
戸
羽
太
市

長
は
「
市
民
や
議

会
の
意
見
を
そ
の

ま
ま
持
っ
て
第
３

回
首
長
会
議
に
臨

む
」
と
表
明
。
27

年
12
月
16
日
に

は
、
市
議
会
か

ら
「
議
会
に
お
け

る
議
論
や
多
様
な

市
民
意
見
を
勘
案

し
、
市
民
の
意
見

が
最
大
限
に
尊
重

さ
れ
た
復
旧
を
早

期
に
実
現
す
る
よ

う
、
会
議
に
臨
む

と
し
て
も
鉄
道
で
は
十
分
な
運

行
頻
度
の
提
供
は
難
し
く
、
一

部
区
間
の
鉄
道
復
旧
は
考
え
て

い
な
い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
戸
羽
市
長
は
、

鉄
道
復
旧
へ
の
思
い
は
あ
る
も

の
の
、
今
後
、
本
市
に
お
い
て

持
続
可
能
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
Ｂ
Ｒ

こ
と
を
求
め
る
」
と
の
申
し
入

れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
３
回
首
長
会
議
は
27
年
12

月
25
日
、
東
京
都
内
で
開
か
れ

ま
し
た
。
国
か
ら
は
、
山
本

順じ
ゅ
ん
ぞ
う三

国
土
交
通
副
大
臣
、
藤
田

幸こ
う
ぞ
う三

国
交
省
鉄
道
局
長
と
内
海

英え
い
い
ち一

復
興
庁
統
括
官
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
か
ら
は
、
深
澤
祐ゆ

う
じ二

副
社

長
、
沿
線
自
治
体
な
ど
か
ら
戸

羽
市
長
と
戸
田
公き

み
あ
き明
大
船
渡
市

長
、
菅
原
茂し

げ
る

気
仙
沼
市
長
、
千

葉
茂し

げ
き樹
岩
手
県
副
知
事
、
大
塚

大だ
い
す
け輔
宮
城
県
復
興
振
興
・
企
画

部
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

戸
羽
市
長
は
、
地
区
懇
談
会

や
市
長
直
送
便
で
集
約
し
た
意

見
を
報
告
し
、
市
民
の
間
に
は

気
仙
沼
か
ら
陸
前
高
田
間
の
鉄

路
復
旧
を
求
め
る
声
が
根
強
い

こ
と
な
ど
を
伝
え
ま
し
た
。
Ｊ

Ｒ
東
日
本
は
、「
震
災
前
か
ら
同

区
間
は
利
用
者
が
減
少
し
、
仮

に
陸
前
高
田
駅
ま
で
復
旧
し
た

Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
の
提
案
を
受
け
入
れ
る

Ｊ
Ｒ
大
船
渡
線
を
Ｂ
Ｒ
Ｔ
で
復
旧

❶
Ｂ
Ｒ
Ｔ
は
、
復
興
に
貢
献
す

る
持
続
可
能
な
交
通
手
段
と
し

て
、
今
後
も
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
責

任
で
運
行
す
る
。
運
行
の
頻
度

を
確
保
し
、
さ
ら
な
る
利
便
性

の
向
上
に
努
め
る
。

❷
復
興
や
ま
ち
づ
く
り
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

状
況
に
合
わ
せ
て
、
柔
軟
な
ル

ー
ト
の
変
更
や
駅
の
移
設
、
新

設
を
図
る
と
と
も
に
、
他
の
地

域
交
通
機
関
と
連
携
し
て
地
域

の
基
幹
交
通
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
。
さ
ら
な
る
専
用
道
の

整
備
を
進
め
、
速
達
性
と
定
時

性
の
確
保
に
取
り
組
む
。

❸
Ｂ
Ｒ
Ｔ
と
鉄
道
の
接
続
と
利

Ｔ
に
よ
る
本
格
復
旧
の
受
け
入

れ
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
市
民
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
を

幹
線
軸
と
し
た
地
域
全
体
の
公

共
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
企
画
政
策

課
政
策
推
進
係
（
内
１
７
５
）

便
性
の
向
上
に
取
り
組
む
。
新

幹
線
と
の
接
続
改
善
や
新
幹
線

駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
向

上
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
。

❹
観
光
Ｐ
Ｒ
や
旅
行
商
品
の
造

成
な
ど
を
通
じ
た
観
光
振
興
、

沿
線
地
域
の
地
産
品
Ｐ
Ｒ
、
Ｊ

Ｒ
グ
ル
ー
プ
を
通
じ
た
販
路
の

拡
大
、
６
次
産
業
化
な
ど
、
地

域
と
連
携
を
深
め
な
が
ら
活
性

化
に
取
り
組
む
。

❺
地
域
の
特
性
を
生
か
す
た

め
、
今
後
も
沿
線
自
治
体
な
ど

と
個
別
に
協
議
を
進
め
る
。
会

議
な
ど
の
場
を
設
け
て
、
Ｂ
Ｒ

Ｔ
の
利
用
者
か
ら
の
意
見
や
提

言
を
把
握
し
、
引
き
続
き
利
便

性
の
向
上
と
利
用
者
の
拡
大
に

努
め
る
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
示
し
た

Ｊ
Ｒ
大
船
渡
線
の
復
旧
方
針
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市
は
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
、
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
総
合
戦
略
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
、「
陸

前
高
田
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
陸

前
高
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総

合
戦
略
」
の
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
意

見
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
を
募

集
し
ま
す
。

◆
募
集
対
象
…
「
陸
前
高
田
市
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）」
と
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
総
合
戦
略
（
案
）」

◆
閲
覧
場
所
…
❶
企
画
政
策
課
❷
市

内
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
窓
口
❸
市
内
仮
設
住
宅
・
災
害
公

営
住
宅
の
集
会
所
❹
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ◆
募
集
期
間
…
２
月
１
日
㊊
～
21
日
㊐

◆
提
出
方
法
…
任
意
の
様
式
に
、
意

見
、
住
所
、
氏
名
（
団
体
名
）、
連

絡
先
を
記
入
し
て
郵
送
（
手
紙
・
ハ

ガ
キ
）、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

※
閲
覧
場

所
に
は
参
考
に
「
記
入
用
紙
」
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
郵
送
す
る
と
き
は
、

備
え
付
け
の
返
信
用
封
筒
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
先
…
郵
送
▽
企
画
政
策
課
〒

０
２
９

−

２
２
９
２
高
田
町
字
鳴
石

42
番
地
５
／
フ
ァ
ク
ス
▽
�
３
８
８

８
／
電
子
メ
ー
ル
▽kikaku@

city.
rikuzentakata.iw

ate.jp

◆
意
見
の
取
扱
い
…
意
見
な
ど
の
概

要
、
意
見
に
対
す
る
市
の
方
針
、
修

正
し
た
施
策
案
は
、
個
人
情
報
を
除

き
一
定
期
間
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
公
表
し
ま
す
（
意
見
に
対
す
る
考

え
方
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
は

十
分
に
配
慮
し
ま
す
）。
類
似
す
る
意

見
は
集
約
し
て
公
表
し
ま
す
。
提
出

さ
れ
た
意
見
の
返
却
や
個
別
で
の
回

答
は
し
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
企
画
政
策
課
政

策
推
進
係
（
内
線
１
７
２
）

被
災
者
支
援
室
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い　

※
車
い
す
を
利
用
し
て
参
列

す
る
人
は
、
併
せ
て
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い　

◆
そ
の
他
…
❶
開
催
に
つ
い
て
個
別

で
案
内
は
し
ま
せ
ん
❷
会
場
の
都
合

上
、
遺
族
の
参
列
を
優
先
し
ま
す
。

参
列
す
る
遺
族
の
献
花
用
の
花
は
市

が
用
意
し
ま
す
❸
遺
族
以
外
の
皆
さ

ん
は
、
10
時
～
正
午
、
追
悼
式
終
了

後
～
18
時
ま
で
の
時
間
に
献
花
で
き

ま
す
。
参
列
す
る
と
き
は
、
献
花
用

の
花
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
❹
追
悼

式
は
無
宗
教
、
献
花
方
式
で
執
り
行

い
ま
す
❺
参
列
は
、
平
服
で
構
い
ま

せ
ん
❻
会
場
の
駐
車
場
に
限
り
が
あ

り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
車
に
乗
り
合

わ
せ
る
か
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用

し
て
来
場
し
て
く
だ
さ
い

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
被
災
者
支
援
室

（
内
線
３
４
１
～
３
４
３
）
／
ＦＡＸ
�
３

８
８
８
／
電
子
メ
ー
ルshien@

city.
rikuzentakata.iw

ate.jp

　
平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
を
追
悼
し

御
霊
を
慰
め
る
と
と
も
に
、
市
の
復

興
へ
の
決
意
を
新
た
に
す
る
た
め
、

「
陸
前
高
田
市
東
日
本
大
震
災
追
悼

式
」
を
開
催
し
ま
す
。
本
年
か
ら
追

悼
式
の
日
時
と
会
場
が
変
更
と
な
り

ま
す
。
来
場
す
る
と
き
に
は
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
…
東
日
本
大
震
災
で
犠
牲
者

と
な
ら
れ
た
方
々
の
遺
族　

◆
参
加
申
込
…
２
月
29
日
㊊
ま
で
に

❶
代
表
者
氏
名
❷
人
数
❸
連
絡
先
を

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で

東
日
本
大
震
災
追
悼
式

を
開
催
し
ま
す

市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）と
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略（
案
）

期
日

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

時
間

３
月
11
日
㊎

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ

ー
ル
、
特
設
テ
ン
ト

会
場

14
時
30
分
～
16
時

※
受
付
13
時
30
分
～

⑨



市役所からのお知らせ

◆
募
集
団
地
…
県
営
災
害
公
営
住
宅（
栃
ヶ
沢
団
地
）

◆
団
地
名
…
栃
ヶ
沢
団
地
３
０
１
戸　

※
ペ
ッ
ト
の

飼
育
は
不
可　

◆
住
所
…
高
田
町
栃
ヶ
沢
地
内

◆
入
居
時
期
（
予
定
）
…
平
成
28
年
7
月

◆
構
造
…
❶
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
8
階
建
て
１
５
１
戸

1
棟
❷
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
9
階
建
て
１
５
０
戸
1
棟

◆
募
集
期
間
…
2
月
5
日
㊎
～
19
日
㊎（
消
印
有
効
）

◆
受
付
窓
口
…
持
参
▽
県
合
同
庁
舎
大
船
渡
土
木
セ

ン
タ
ー
管
理
課
☎
㉗
９
９
１
９
／
郵
送
▽
県
建
築
住

宅
セ
ン
タ
ー
〒
０
２
０

−

０
０
４
５
盛
岡
市
盛
岡
駅

西
通
一
丁
目
7
番
1
号
☎
０
１
２
０
・
２
０
８
・
２

０
１
ま
た
は
０
１
９
・
６
２
３
・
４
４
１
４

◆
受
付
時
間
…
９
時
～
17
時　

※
㊏
㊐
㊗
を
除
く

◆
そ
の
他
…
詳
し
い
内
容
は
受
付
窓
口
な
ど
で
配
布

す
る
資
料
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
募
集
案
内
は
、

県
合
同
庁
舎
土
木
部
土
木
セ
ン
タ
ー
管
理
課
、
陸
前

高
田
市
、
大
船
渡
市
、
釜
石
市
、
宮
古
市
、
大
槌
町
、

山
田
町（
公
営
住
宅
担
当
課
）で
も
配
布
し
ま
す（
㊏

㊐
㊗
を
除
く
）。
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
資
料
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
大
船
渡
土
木
セ
ン
タ
ー
管
理

課
☎
㉗
９
９
１
９
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w.

pref.iw
ate.jp/

№ 間取り 戸数 家賃 (円) 募集世帯・人数

1 1DK 10戸 5,300 ～ 45,700 単身または２人世帯。

2 2DK 5戸 6,400 ～ 55,600 人数制限なし。

3 3DK 38戸 7,400 ～ 63,900
人数制限なし。ただし、同居しようとする人数が
多い順（第１順位：３人以上　第２順位：２人世
帯　第３順位：単身）に優先します。

4
2DK

※車いす
対応

11戸 7,500 ～ 64,900
人数制限なし。車いすを使用する世帯を優先。
※車いす使用者用の住戸であることを了承した上
で、車いすを使用しない世帯も申し込みできます。

県
営
災
害
公
営
住
宅
（
栃
ヶ
沢
団
地
）

入
居
者
の
募
集
開
始

《募集団地の概要》

　

市
は
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種
を
希
望
す
る
高
齢

者
の
接
種
費
用
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
過
去
に
助
成
を
受
け
た

人
は
対
象
外
で
す
。

◆
助
成
対
象
者
…
❶
平
成
27
年

４
月
１
日
～
28
年
３
月
31
日
ま

で
に
満
65
歳
、
満
70
歳
、
満
75

歳
、
満
80
歳
、
満
85
歳
、
満
90
歳
、

満
95
歳
、
満
１
０
０
歳
に
な
る

人
❷
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
の
機

能
に
障
が
い
が
あ
る
人
ま
た
は

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
で
免

疫
機
能
に
障
が
い
が
あ
る
人
で

日
常
生
活
が
不
可
能
な
人
（
身

体
障
害
手
帳
１
級
程
度
）

◆
助
成
期
限
…
28
年
３
月
31
日

㊍
ま
で

◆
助
成
額
…
一
回
５
０
０
０
円

※
医
療
機
関
で
は
、
接
種
費
用

か
ら
助
成
額
を
引
い
た
金
額
を

支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
健
康
推
進

課
保
健
係
（
内
線
２
４
2
）

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
費
を

助
成
し
ま
す

医療機関名 住　　所 電話番号 医療機関名 住　　所 電話番号

県立高田病院 米崎町字野沢34-1 �3221 二又診療所 矢作町字愛宕下31 �2220

鵜浦医院 高田町字鳴石22-9 �2125 松原クリニック 高田町字中田69-2 �1721

鳥羽医院 小友町字西下60 �3515 県医師会高田診療所 高田町字鳴石5-1 �2110

広田診療所 広田町字大久保107-1 �2515 済生会陸前高田診療所 竹駒町字滝の里1 ㉒7515

《市内の接種医療機関》　　　　　　　　　　　※高田病院は1週間前までに予約が必要。高田診療所での接種は㊏㊐だけ

2016年（平成28年）２月１日号 ⑩



　一日も早い復興に向け、事務や事業に取り組んでい
る市職員の給与や職員数などを公表します。詳しい内
容は市ホームページでもお知らせしています。
◆問い合わせ先…総務課職員係（内線161）

市職員数の状況

市 職 員 の 給 料 月 額 と
特別職の報酬などの状況

職員の給与などを公表します

■一般行政職の級別職員数（平成27年4月1日現在）
区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 計

標準的
な職務
内容

主 事
技 師
主事補
技師補

主 事
技 師

係 長
主 査
主 任
主任主事
主任技師

課長補佐
副主幹

課 長
主 幹

部 長
局 長 ―

職員数 32人 36人 46人 29人 14人 8人 165人
構成比 19.4% 21.8% 27.9% 17.6% 8.5% 4.8% 100.0%

※職員数は、給与条例に基づく給料表の級区分によるもので、
保健師、保育士、消防署員などを除いています。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職
名です。

■部門別の職員数　　　　　　　　（各年4月1日現在）
区　分 職員数（人） 対前年

増減数
（人）

主な増減理由
部　門 平成

26年
平成
27年

一
般
行
政
部
門

議 会 4 4 0
総 務 39 45 6 防災体制の充実
税 務 9 10 1 業務量の増
民 生 54 56 2 保育体制の充実
衛 生 11 11 0
労 働
農 林
水 産 20 22 2 たかたのゆめ係新設

商 工 5 6 1 業務量の増
土 木 33 42 9 復興事業の推進
小 計 175 196 21

特
別
行
政
部
門

教 育 31 29 △2 学校統合に伴う職員配置の
見直し

消 防 35 35 0
小 計 66 64 △2

公
営
企
業
等
会
計
部
門

病 院 6 7 1 医療体制の充実
水 道 11 11 0
下水道
その他 8 9 1 国保業務体制の充実
小 計 25 27 2

合　　計 266 287 21
※職員数は一般職員の数です。派遣職員、臨時職員、嘱託職員は
含みません。復興事業を推進するために雇用期間を限定している
任期付職員は含みます。

■平均給料月額と平均年齢（平成27年4月1日現在）

区　　分
陸前高田市 国

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 291,050円 39.9歳 334,283円 43.5歳

技能労務職 302,394円 45.0歳 289,141円 50.2歳

※一般行政職は一般事務職員や技師など、技能労務職は用務員
などです。

■初任給　　　　　　　　　　　   （平成27年4月1日現在）

区　　分
一般行政職 技能労務職

大学卒 高校卒 高校卒

陸前高田市 163,600円 142,100円 139,500円

国 174,200円 142,100円 139,500円

■経験年数別・学歴別の平均給料月額
（平成27年4月1日現在）

区　　分 経験年数10年 経験年数20年 経験年数30年

一　般
行政職

大学卒 257,700円 329,000円 376,700円

高校卒 220,100円 305,500円 367,000円

技　能
労務職 高校卒 201,000円 278,000円 333,500円

■特別職の報酬などの状況
　特別職のうち市長や副市長、市議会議員には、給料

（または報酬）と期末手当が支給されています。
（平成26年度支給実績）

区　　　　分 月　額 期末手当

給　料
市　長 656,000円

2.95月分
副市長 638,000円

報　酬

議　長 380,000円

2.95月分副議長 330,000円

議　員 300,000円
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市役所からのお知らせ

　

平
成
27
年
１
月
か
ら
「
高

田
に
行
か
な
い
と
食
べ
ら
れ

な
い
観
光
グ
ル
メ
」
を
テ
ー

マ
に
、
市
内
飲
食
店
の
有
志

が
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る

ご
当
地
グ
ル
メ
。
平
成
28
年

３
月
の
商
品
化
に
向
け
て
シ

リ
ー
ズ
で
取
り
組
み
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

12
回
目
の
開
発
会
議
は
１

月
７
日
、
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
検
討
を
重
ね
て
き

た
「
陸
前
高
田
ホ
タ
テ
と
ワ

陸
前
高
田
市
ご
当
地

グ
ル
メ
開
発
物
語

Vol.12

カ
メ
の
炙あ

ぶ

り
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

御
膳
」
を
披
露
。
青
森
県
中

泊
町
で
「
新
・
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｅ

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
ご
当
地
グ
ル
メ
・

中
泊
メ
バ
ル
膳
」
を
提
供
す

る
中
泊
メ
バ
ル
料
理
推
進
協

議
会
事
務
局
の
鈴
木
メ
バ
ル
ー

さ
ん
と
小
野
真ま

き

し
樹
志
さ
ん
も

開
発
の
応
援
に
参
加
。
ホ
タ

テ
や
ワ
カ
メ
の
味
付
け
や
食

感
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
ヒ
ロ
中
田

さ
ん
も
「
お
お
む
ね
良
好
」

と
評
価
。
開
発
メ
ン
バ
ー
は

充
実
の
笑
み
を
見
せ
ま
し
た
。

　

３
月
の
グ
ル
メ
デ
ビ
ュ
ー

に
向
け
て
、
今
後
、
料
理
を

美
し
く
見
せ
る
器
の
選
定
や

料
理
品
質
の
統
一
方
法
、
多

く
の
人
へ
紹
介
す
る
広
報
ツ

ー
ル
の
作
成
な
ど
に
挑
み
ま

す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
商
工
観

光
課
観
光
交
流
係
（
内
線

３
８
４
）

　コトミさんは横田町生まれ。25歳で
光
み つ よ し

義さんと結婚し、子8人、孫7人、ひ
孫4人に恵まれました。
　長い間、農業に励みながら家庭を支
えました。昔から甘いものが大好き。
正月には、子どもや孫たちが訪れ、一
緒に100歳を祝いました。長寿の秘訣
は、好き嫌いなく何でも食べて、よく
働くことと話します。
　誕生日には花束などが手渡され、家
族と一緒に長寿を喜び合いました。

　ハナヨさんは広田町生まれ。18歳で
進
すすむ

さんと結婚し、子5人、孫7人、ひ孫
6人に恵まれました。
　若い頃から助産師として活躍し、農
業にも精を出しました。昔から編み物
が得意で、野球のテレビ観戦は今でも
大好きだそうです。好きな食べ物は魚
の刺身。長生きの秘訣は好き嫌いなく
食べることと話します。
　誕生会には子どもや孫たちも訪れ、
ハナヨさんの100歳を祝福しました。

家族と一緒に長寿を喜び合う 親族に見守られ100歳を迎える

熊谷コトミ さん
高田町大隅  ◆  大正5年1月20日生まれ

村上ハナヨ さん
広田町山田  ◆  大正5年1月16日生まれ

　

人
気
絵
本
作
家　

飯
野
和か

ず
よ
し好

さ
ん
の
読
み
語
り
と
サ
イ
ン
会

を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
…
２
月
11
日
㊍
㊗
14
時

～
15
時
◆
会
場
…
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル
◆
対
象
…
子
ど
も
・

一
般
◆
定
員
…
２
０
０
人
◆
費

用
…
無
料
◆
申
し
込
み
…
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
、
人
数
を
任

意
の
様
式
に
記
入
し
て
フ
ァ
ク

ス
で
「
あ
し
た
の
本
係
」
ま
で

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
出
版
文
化

産
業
振
興
財
団
☎
０
３
・
５
２

１
１
・
７
２
８
２
／
ＦＡＸ
０
３
・

５
２
１
１
・
７
２
８
５

「
市
内
４
図
書
館
の
歩

み
」
写
真
展

◆
日
時
…
２
月
11
日
㊍
㊗
13
時

～
16
時
◆
会
場
…
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル
◆
内
容
…
震
災
後

に
立
ち
上
が
っ
た
市
内
４
図
書

館
の
歩
み
を
写
真
な
ど
で
紹
介

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
立
図
書

館
�
３
２
２
７

読
み
語
り
イ
ベ
ン
ト

お
っ
と
、
痛
快
絵
本
の

読
み
語
り
の
旅
で
ぃ
！

陸
前
高
田
の
宿

　戦争や三陸津波、チリ地
震津波、東日本大震災―。
　大正、昭和、平成と激動
の時代を懸命に歩み、めで
たく100歳の誕生日を迎えた
2人を紹介します。

祝いの

百寿
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平
成
27
年
11
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
（
12
桁
の
個
人
番
号
）
を
お
知
ら

せ
す
る
通
知
カ
ー
ド
を
各
世
帯
に
送

付
し
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、

社
会
保
障
や
税
・
災
害
対
策
な
ど
で

市
役
所
な
ど
へ
申
請
す
る
と
き
に
必

要
と
な
り
ま
す
。
28
年
の
確
定
申
告

で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
使
用
し
ま
せ

ん
が
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
通
知
カ
ー
ド
が
届
か
な
い
場
合

　

通
知
カ
ー
ド
の
配
付
は
、
平
成
27

年
12
月
上
旬
に
終
了
し
ま
し
た
。
住

所
が
不
明
で
あ
っ
た
り
郵
便
局
の
保

管
期
限
が
切
れ
た
り
し
た
通
知
カ
ー

ド
は
、
市
役
所
で
保
管
し
て
い
ま
す
。

通
知
カ
ー
ド
が
届
い
て
い
な
い
と
き

は
、
市
民
環
境
課
ま
で
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

◆
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
申
請
し
た
場
合

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
申
請
し
た
人

の
カ
ー
ド
は
市
役
所
に
届
き
ま
す
。

カ
ー
ド
の
受
取
方
法
な
ど
は
、
市
役

所
か
ら
通
知
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
民
環
境
課
市

民
係
（
内
線
１
３
３
）

交通安全の決意新たに
市交通指導隊初点検式

　 平 成28年 市 交 通 指 導 隊（ 太 田
秋
あ き お

男隊長・隊員18人）の初点検式
は１月８日、市役所で行われ、交通
事故のない安心安全なまちづくりに
向けて隊員一人一人が決意を新たに
しました。戸羽太市長は「震災後、
交通事情が変化している。市民の交
通安全のために活躍してほしい」と
訓示。太田隊長は「復興が進み道路
状況も変化している。交通安全の広
報啓発に励み、市民の意識高揚に努
めたい」と決意を述べ、気持ちを引
き締めました。

さらなる交流に期待
米大使館首席公使が訪問

　在日米国大使館のジェイソン・P・
ハイランド首席公使が1月14日、市
内を訪れ、復興の様子を視察したり、
米国クレセントシティと親交がある
高田高の生徒と交流したりしました。
戸羽太市長はアメリカなどからの支
援に感謝を伝え、震災遺構の旧タピ
ック45などを案内し復興状況や今後
の整備計画を説明しました。ハイラ
ンド首席公使は「アメリカと陸前高
田市との友好関係は大切。さらなる
交流を期待したい」と話しました。

　

岩
手
県
医
師
会
高
田
診
療
所
は
発

災
後
、
５
年
間
の
診
療
を
終
え
３
月

に
閉
所
し
ま
す
。
診
療
所
の
こ
れ
ま

で
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
大
切
な
健

康
に
つ
い
て
家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。 

◆
日
時
…
２
月
17
日
㊌
18
時
30
分
～

20
時
30
分
◆
会
場
…
市
役
所
４
号
棟

◆
内
容
…
講
演
❶
「
子
ど
も
た
ち
の

今
と
こ
れ
か
ら
～
子
ど
も
の
グ
リ
ー

フ
サ
ポ
ー
ト
を
通
じ
て
～
」・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
子
ど
も
グ
リ
ー
フ
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
大
塚
光こ

う
た
ろ
う

太
郎
氏
／
講
演

❷
「
心
療
内
科
か
ら
見
た
震
災
か
ら

の
リ
カ
バ
リ
ー
と
は
？　

～
高
田
診

療
所
５
年
間
の
活
動
か
ら
～
」・
県
立

高
田
病
院
田
畑
潔き

よ
し

院
長
・
岩
手
医
科

大
学
内
科
学
講
座
呼
吸
器
・
ア
レ
ル

ギ
ー
・
膠
原
病
内
科
分
野
、
高
田
診

療
所
心
療
内
科
鈴
木
順じ

ゅ
ん

准
教
授
◆
対

象
…
一
般
◆
費
用
…
無
料
◆
申
込
期

限
…
２
月
12
日
㊎
ま
で
に
電
話
で

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
健
康
推
進
課
（
内

線
２
４
１
）

県
医
師
会
高
田
診
療
所
５
年
間
の

歩
み
を
振
り
返
る

大
切
に

保
管
を

閉
所
メ
モ
リ
ア
ル
講
演
会

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

通
知
カ
ー
ド
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地域包括支援センター発 !

健康だより

介護お茶のみ話 その16

健康だより
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認知症予防研修会「自分ごととしての認知症予防」を開催

参加者アンケート　～感想とこれから挑戦しようと思ったこと～

災害後の心のケア～うつ病・認知症予防～　筑波大学　朝田隆名誉教授

　認知症予防研修会は12月23日、市コミュニティホ
ールで開かれ、市民や専門職員など約130人が認知症

の特徴や予防方法などを学びました。筑波大学の朝田
隆
たかし

名誉教授が説明した主なポイントを紹介します。

●認知症の８割が女性と知りびっくりした　●映像を
使った説明で具体的に分かった　●自分のこととして
本気で運動に取り組みたい　●認知症の人が社会参加
できる工夫をしたい　●運動や仲間との交流など、自
分の認知症予防のための努力をする　●左右の違う動

作や多重課題を意識した生活をする　●小さな地域で
交流会をするなど「自分たちの地域は自分たちで」と
いう小サークルづくり　●素晴らしい企画の研修だっ
た　●認知症の早期発見、進行の遅延など分かりやす
かった

■認知症の特徴
　認知症は85歳～
89歳でピークを迎
え、患者全体の７
割 は80歳 以 上 で、
そのうち８割は女
性です。認知症は
遺伝の影響が少な
く、予防の効果が
期待できます。
　被災地では、生
活パターンの変化
から活発な活動が

少なくなり、生きがいや希望を持てずに、うつ症状か
ら仮性認知症へ進展することもあります。

■認知症の前ぶれ（認知症予備軍）　※３項目以
上該当するときは注意が必要です！
□今、何をしようとしたか思い出せない　□同じこと
を何度も言ったり聞いたりする　□人と会う約束を忘
れる　□探し物が増える　□何かやろうとしても「ま
あいいか」とやめてしまう　□長年の趣味を楽しめな
くなる　□外出が減る　□段取りが下手になる　□支
払いに小銭が使えず札を出す　□日時を言うことがで
きない

■認知症予防に有効なもの
❶糖尿病のコントロール　❷高血圧と高脂血症の改善
❸望ましい体重の維持　❹社会交流と知的な活動　❺
運動の習慣　❻果物と野菜中心の食生活　❼禁煙　❽
うつ病の改善

■軽度認知障害（認知症予備軍）の予防方法
❶料理をする❷筋力トレーニングをする❸左右の異な
る動きをする❹30分以内の昼寝をする❺カマンベー
ルチーズを食べる

◆問い合わせ先…地域包括支援センター（内線205・206）

朝田隆筑波大学名誉教授

2016年（平成28年）２月１日号



2月の診療日程

⑮

　

皆
さ
ん
は
「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ

ク
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ

ク
」
と
は
、
暖
か
い
所
か
ら
寒

い
所
に
移
動
し
た
と
き
急
激
な

血
圧
の
変
動
が
起
こ
り
、
脳
卒

中
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
健
康
被

害
を
も
た
ら
す
こ
と
で
す
。

　

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
死

亡
者
数
は
、
年
間
約
１
万
７
千

人
と
言
わ
れ
、
こ
れ
は
交
通
事

故
に
よ
る
死
亡
の
約
４
倍
と
な

り
ま
す
。
特
に
寒
さ
が
厳
し
い

こ
の
時
期
は
、
日
常
生
活
で
の

注
意
が
必
要
で
す
。

《
注
意
が
必
要
な
人
》

▼
高
齢
者

▼
生
活
習
慣
病
を
抱
え
る
人

《
日
常
の
予
防
方
法
》

　

生
活
の
中
で
最
も
ヒ
ー
ト
シ

ョ
ッ
ク
を
引
き
起
こ
し
や
す
い

の
は
入
浴
の
時
で
す
。
日
頃
か

ら
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

▼
入
浴
前
…
❶
暖
房
器
具
で
脱

衣
所
を
温
め
、
居
間
と
脱
衣
所

の
温
度
差
を
小
さ
く
す
る
❷
浴

槽
の
ふ
た
を
開
け
た
り
シ
ャ
ワ

ー
で
浴
室
の
壁
や
床
に
熱
い
湯

を
か
け
た
り
し
て
、
脱
衣
所
と

浴
室
の
温
度
差
を
少
な
く
す
る
。

▼
入
浴
中
…
❶
浴
槽
に
入
る
前

は
手
足
な
ど
に
湯
を
か
け
る
❷

湯
船
に
入
る
と
き
は
足
か
ら
ゆ

っ
く
り
浸
か
る
❸
入
浴
時
間
は

ほ
ん
の
り
汗
ば
む
程
度
で
長
湯

は
し
な
い
❹
湯
船
か
ら
上
が
る

と
き
は
急
に
立
ち
上
が
ら
な
い

よ
う
に
す
る

▼
そ
の
他
…
❶
食
後
１
時
間
以

内
や
飲
酒
後
は
極
端
に
血
圧
が

下
が
り
や
す
い
の
で
入
浴
を
避

け
る
❷
入
浴
前
後
に
は
コ
ッ
プ

１
杯
程
度
の
水
分
を
補
給
す
る

　　

入
浴
を
一
日
の
楽
し
み
に
し

て
い
る
人
も
多
い
は
ず
。
入
浴

の
仕
方
に
注
意
し
て
、
ほ
っ
こ

り
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
時
間
に

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
健
康
推
進

課
保
健
係
（
内
線
２
４
3
）

保
健

だ
よ
り

保
健

だ
よ
り

4 0 8

● 第一中学校敷地内で診療しています ●

期　日 診療（受付）時間 診　　療　　科
2月6日㊏ 15:00～18:00 外科系、小児科、心療内科

7日㊐ 11:00～16:00 内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、心療内
科（皮膚科は休診）

11日㊍㊗ 11:00～16:00 外科系
13日㊏ 15:00～18:00 小児科、心療内科

14日㊐ 11:00～16:00 内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼
科、皮膚科、心療内科

20日㊏ 15:00～18:00 外科系、小児科、心療内科

21日㊐ 11:00～16:00 内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼
科、皮膚科、心療内科

27日㊏ 15:00～18:00 小児科、泌尿器科、心療内科、子どもの心

28日㊐ 11:00～16:00 内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚
科、心療内科

・診療科は日によって異なります。都合により変更になる場合があります。
・市からの委託を受けて、高齢者を対象にした肺炎球菌ワクチンの接種を
実施しています。対象年齢・個人負担金など詳しくは、診療所にお問い
合わせください。
・高田診療所は平成28年3月20日㊐の診療をもって閉鎖になります。

期　　日 診療（受付）時間 予約受付時間
2月   3日㊌

15:00～17:00 要予約。当日の10:00から電
話予約を受け付けます。

10日㊌
17日㊌
24日㊌

◆問い合わせ先…高田診療所☎�2110 　※診療日だけ通話可

期　　日 診療（受付）時間
2月   1日㊊

8:00～11:30、14:00～17:302日㊋
22日㊊
23日㊋

◆問い合わせ先…鵜浦医院☎�2125

岩手県医師会高田診療所
済生会陸前高田診療所

岩手医大の皮膚科診療（遠隔診断）日程（場所：岩手県医師会高田診療所） 鵜浦医院の皮膚科診療日程

冬
の
健
康
管
理

～
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
注
意
～

◆診療科…内科、整形外科
◆休診日…日曜日、祝日
◆その他…整形外科の診療は金曜日（第5週目
は木曜日）です。希望により訪問診療を行います

診療（受付）時間 ㊊ ㊋ ㊌ ㊍ ㊎ ㊏
8:30～11:00 ● ● ● ● ● ●

13:00～16:00 ● ● 休 ● ● 休

◆問い合わせ先…済生会陸前高田診療所
☎㉒7515

ローソン

↑クリーニング
　ママ号

薬
王
堂

ツルハドラッグ

岩手銀行
高田支店

北日本銀行
高田支店

キャンドゥ

マイヤ

済
生
会

陸
前
高
田
診
療
所



生涯学習情報

文化財ニュース

　高田公民館「高齢者教室」は1月15日、市コミュ
ニティホールで開かれ、米崎わい化りんご生産組合
長の菊地貞

さだ

夫
お

さんが、米崎りんごが美味しい理由な
どを講演しました。菊地さんは「沿岸は温度差がなく、
色づくまで時間がかかる。長期間、リンゴの実が木
に付いていることで蜜が増える」などと米崎りんご
の特徴を紹介。この日は高齢者教室の閉講式も行わ
れ、会員は１年間の活動を振り返り、28年度の学習
に向けて意欲を見せていました。
◆問い合わせ先…生涯学習課生涯学習係（内線256）

高齢者教室
「米崎りんごの話」開催

「歴史・考古・民俗学から気仙地域の魅力を語るⅡ」報告会

「海に生きた歴史　～復興発掘調査が語る一万年の海との共生～」開催

広田町根岬・青松島の植物たちを救え！

　「三陸に弥生遺跡が少ないのはなぜか」「奥州藤
原氏政権と気仙地方」などをテーマに、歴史・考古・
民俗学の研究成果から見た当地域の魅力を分かり
やすく紹介します。事前の申込みは不要です。

　県立博物館で開催している「海に生きた歴史
展」の移動展示会が市コミュニティホールで開か
れます。申込みは不要でどなたでも見学できます。
◆ 日 時 …❶2月20日㊏12:00～17:00、❷21日㊐
9:00～15:10

　広田町根岬の沖にある「青松島」を知っていま
すか。青松島は、マツの緑と青い海のコントラス
トが美しく、熱帯地域に自生するトベラが分布す
る北限であり、県の名勝と天然記念物に指定され
ています。近年、青松島では松くい虫によるマツ
の立ち枯れが発生しています。市教育委員会では、
青松島の貴重な植物と美しい景観を守るために、
専門家などの協力を受けてクロマツやトベラなど
を保護しながら、松くい虫の被害対策や島内の植
生調査を進めていきます。
◆問い合わせ先…生涯学習課生涯学習係（内線
262）

◆日時…2月21日㊐13:00～17:00
◆会場…市コミュニティホール
◆問い合わせ先…県立博物館☎019･661･2831

◆会場…市コミュニティホール
◆その他…2月20日㊏13:30～15:10に「海に生き
た歴史 ―縄文～弥生時代編・古代～近代編―」と
題して県立博物館の学芸員が講演します。
◆問い合わせ先…県立博物館☎019･661･2831

2016年（平成28年）２月１日号 ⑯



生涯学習情報生涯学習情報

　「たかた子どもキャンパス」では、小学生を対象に学習活動や体験活動の機会を提供し
ています。本年度の「たかた子どもキャンパス」は2月27日で終了します。28年度の活動は、
6月頃から開始する予定です。今後も多くの児童の参加をお待ちしています。今回は、冬
休み期間に行われた活動の様子を紹介します。

●12月26日　ネイチャークラフト
　箱根山で拾い集めた木の実や枝、落ち葉を使用して創作活動を行いました。
子どもたちは枝などを使って自分の名前を描いたり、まちを描いたり、楽器を
作ったりして、一人一人の個性を表現した作品が完成しました。

●1月12日　冬休みミニ工作「スノードーム」
　自宅から持ってきた空きびんを使用してスノードーム作りに挑戦しました。
子どもたちは、びんの中にオブジェを配置したり雪の粉が舞い降りる速さを調
整したりして試行錯誤しながら、世界に一つだけのスノードームを作りました。

●1月14日　大正琴に触れてみよう
　琴伝流琴石会の皆さんに指導してもらいながら大正琴を体験しました。子ど
もたちは、初めて聞く大正琴の音色に興味深々。「きらきらぼし」や「かえる
の合唱」などの演奏に挑戦しました。

土曜子ども教室
「たかた子どもキャンパス」

　子どもたちの「知・徳・体」を育む地域の活動を助成する「子
どもたちの生きる力育成事業費補助金」の申請書の申込締切は
2月29日㊊までです。春休み期間中の活動に活用してください。
申請方法など詳しくは生涯学習課まで問い合わせください。
≪補助の対象となる活動例≫
▶学習活動（料理教室、英語教室、将棋教室など）
▶体験活動（自然体験、ボランティア体験など）
▶スポーツ活動（ニュースポーツ、レクリエーションなど）
▶子ども会行事（勉強会、奉仕活動、季節行事など）
◆問い合わせ先…生涯学習課生涯学習係（内線254）

募集締め切り迫る！
平成27年度   子どもたちの生きる力育成事業費補助金

⑰



地 

名 

と 

歴 

史

金き
ん　

野の　

静　

一
・
文

斎　

藤　

多
美
子
・
絵

　

杢も
く
の
す
け

之
助
は
藩
か
ら
成
林
の
三
分

を
払
い
下
げ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
こ
れ
に
は
異
論
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
一
郷
土
人
の
志
に
よ

り
「
長

ち
ょ
う

汀て
い

一い
ち

里り

」
の
白
砂
と
青
松
が

生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
直
ち
に

隣
地
に
も
及
び
ま
す
。

　

杢
之
助
は
寛
文
十
一
年
（
一
六

七
一
）
四
月
に
亡
く
な
り
ま
す
が
、

そ
の
仕
事
は
長
男
の
采う

ぬ

女め

が
継
ぎ
、

翌
年
は
五
十
三
人
、
翌
々
年
は
百

人
を
使
っ
て
植
え
続
け
ら
れ
、
よ

う
や
く
見
事
な
ま
れ
に
見
る
美
観

を
誇
る
松
林
が
出
来
た
の
で
し
た
。

采
女
は
松
林
の
「
見
守
役
」
に
任

ぜ
ら
れ
、
そ
れ
か
ら
七
左
衛
門
、

八
五
郎
と
３
代
に
わ
た
っ
て
林
守

を
命
ぜ
ら
れ
、
松
林
の
保
護
に
当

た
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
松
の
植
林
の
成
功

は
、
引
き
続
い
て
今
泉
の
方
に
も
、

こ
の
運
動
が
起
こ
り
ま
し
た
。
気
仙

郡
大
肝
入
矢
作
久
右
衛
門
が
延
宝

二
年
（
一
六
七
四
）
に
「
諸
木
種
子

御
伏
方
役
」
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

高
田
で
は
、
同
五
年
（
一
六
七
七
）

に
は
采
女
が
没
死
し
、
七
左
衛
門

が
林
守
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
泉
で

は
村
肝
入
で
あ
り
、
金
山
荒
鉄
役

で
あ
っ
た
松
坂
新
右
衛
門
が
、
高
田

の
立
神
浜
の
林
に
引
き
続
き
、
今
泉

地
区
分
へ
植
林
を
し
ま
し
た
。
私
財

に
よ
り
数
千
本
を
植
栽
し
、
防
風

林
と
新
田
を
開
発
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
の
こ
と

で
、
こ
の
方
の
今
泉
地
区
へ
の
植
栽

が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
気
仙
川
河
口

か
ら
長
砂
ま
で
の
防
風
林
と
し
て
、

ま
た
、
風
光
美
の
雄
大
さ
を
添
え

る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
、
と
地
元
の

人
々
は
口
を
そ
ろ
え
て
言
い
ま
す
。

　
一
時
は
名
称
に
つ
い
て
の
こ
だ
わ

り
の
時
期
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
二

つ
の
地
区
に
二
人
の
偉
大
な
植
栽

者
が
在
り
、
そ
の
二
人
の
動
き
が
、

は
か
ら
ず
も
同
一
地
区
を
つ
な
ぐ

働
き
を
し
た
こ
と
に
も
な
っ
た
の

で
す
。
だ
が
、
二
人
の
名
は
た
と
え

松
原
が
し
ば
ら
く
の
間
、
そ
の
姿
を

見
せ
な
く
て
も
、
史
上
に
明
確
に
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
し
ょ

う
。

　

高
田
松
原
は
、
江
戸
時
代
を
経
て

明
治
に
な
り
ま
す
と
国
有
林
に
な

り
ま
す
。そ
し
て
明
治
四
十
二
年（
一

九
〇
九
）、
払
い
下
げ
処
分
を
受
け

ま
し
た
。
そ
れ
は
菅
野
杢
之
助
の
子

孫
の
所
有
に
な
り
、
更
に
は
摺
沢
村

（
現
一
関
市
大
東
町
）
の
豪
商
に
売

却
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
す
。

終
戦
後
の
浜
で
は
、
海
水
を
煮
立
て

て
塩
を
得
る
作
業
が
ど
こ
の
海
岸

で
も
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
海
岸

地
帯
で
は
、
塩
煮
の
た
め
の
煙
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
燃
料
と

す
る
雑
木
も
、
ど
ん
ど
ん
少
な
く
な

り
ま
し
た
。
高
田
松
原
と
今
泉
松

原
の
松
の
木
も
決
し
て
安
全
と
は

言
い
か
ね
る
状
況
も
あ
ち
こ
ち
で

聞
こ
え
て
参
り
ま
し
た
。

　

終
戦
後
の
昭
和
二
十
一
年
（
一
九

四
六
）、
高
田
町
有
財
産
と
し
て
再

び
買
い
戻
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
運
動
は
敗
戦
後
の
打
ち

ひ
し
が
れ
た
町
民
、
特
に
若
い
人
達

の
心
を
奮
い
立
た
せ
る
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。
貴
重
な
我
が
郷
土
の
松

原
を
買
い
戻
す
た
め
に
、
当
時
の
お

金
で
二
十
数
万
円
の
お
金
（
そ
れ
に

は
小
銭
と
紙
幣
）
を
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ

ク
の
中
に
詰
め
込
ん
で
、
二
人
で
背

負
い
、
摺
沢
町
ま
で
出
か
け
、
所
有

者
の
家
ま
で
出
か
け
た
も
の
と
述

懐
し
て
い
た
人
が
お
り
ま
し
た
（
大

被
災
前
の
こ
と
）。

　

松
原
が
「
日
本
百
景
」
の
一
つ
に

選
ば
れ
た
の
は
、
昭
和
二
年
（
一
九

二
七
）、
同
五
年
（
一
九
三
〇
）
に

は
東
北
十
景
に
入
選
、同
十
五
年（
一

九
四
〇
）
に
は
「
名
勝
高
田
松
原
」

と
し
て
、
国
指
定
文
化
財
（
名
勝
）

と
な
り
ま
し
た
。
更
に
同
三
十
三
年

（
一
九
五
八
）に
は
「
都
市
公
園
」
と

な
り
、
こ
の
年
「
新
日
本
百
景
」
に

も
入
選
、
同
三
十
九
年
に
は
「
陸
中

海
岸
国
立
公
園
」、
ま
た
、
五
十
七

年
に
は「
東
北
観
光
地
六
十
景
」に
、

同
六
十
一
年
に
は
「
森
林
浴
の
森
日

本
百
選
」
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
田
・
今
泉
両
松
原
は
、
地
震
、

津
波
、
風
水
害
の
予
防
に
大
き
な

成
果
を
あ
げ
る
一
方
、
観
光
資
源
上

か
ら
も
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
実
績

と
功
績
を
あ
げ
る
と
い
う
「
歴
史
」

を
創
造
し
て
き
ま
し
た
。
い
ま
、
今

日
、
こ
こ
在
る
人
々
、
文
字
通
り
歴

史
の
は
ざ
ま
に
在
る
私
た
ち
と
し

て
成
す
べ
き
も
の
は
何
か
。
真
剣
に

考
慮
す
べ
き
課
題
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
…
。

ー
高
田
か
い
わ
い
㉓
ー

（126）
（629）
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地域だより

　平成28年市新年交賀会は1月4日、キャピタルホテ
ル1000で開かれ、各種団体の代表者ら約200人が新
年を喜び、震災復興に向けて決意を新たにしました。
　主催者を代表して市コミュニティ推進協議会連合会
の村上誠

せい

治
じ

会長は「希望に満ちた新年を共に喜び合い
たい。復興に向けて頑張りましょう」とあいさつ。戸
羽太市長は「28年は震災から丸5年を迎える節目の年
です。市内外の皆さんとの交流を深めながら復興を成
し遂げましょう」と話しました。市議会の伊藤明

あきひこ

彦議
長が「おめでとうございます」と乾杯を発声。出席者
は交流を深め合いながら28年のさらなる飛躍を誓い
ました。

　市消防出初め式は1月11日、高田町内で開かれ、市
消防団員が1年の無火災と防災へ向けて決意を新たに
しました。
　午前8時に市防災センターから第一中学校まで行
進。来賓や地域住民が見守る中、渡邊克

かつ

己
み

消防団長を
先頭に約340人の消防団員が息の合った規律を見せま
した。式典で渡邊消防団長は「消防団が活動しやすい
環境整備に努めるとともに、人材育成にも力を入れて
いきたい」と決意を述べました。戸羽太市長は「市民
の笑顔と安心を守るために防災活動に励んでほしい」
と訓示しました。団員は、火災や災害のないまちに向
けて気持ちを引き締めていました。

震災復興への誓いを新たに

平成28年市新年交賀会
火災や災害のないまちを目指す

平成28年市消防出初め式

　市と岩手大学、立教大学による「地域創生・人材育
成等の推進に関する相互協力及び連携協定」の締結式
は1月19日、市役所で行われました。
　協定は、市内の資源を活用した教育や研究などを通
じて、復興や交流、人材育成、地域創生を進めるもの
です。戸羽太市長は「学生が集う拠点づくりが花開こ
うとしている。立場を越えた連携に感謝したい」とあ
いさつ。岩渕 明

あきら

岩手大学学長は「連携を深め相互教
育の場を実現させたい」と意欲を見せ、吉岡知

とも

哉
や

立教
大学総長は「次世代へ記憶をつなぐため、一緒に新し
いものを作り上げたい」と力強く話し、連携に向けて
固い握手を交わしました。

地域創生や人材育成などを推進

市・岩手大・立教大が協定を締結

　三陸沿岸道路・唐桑高田道路の気仙トンネル貫通式は
1月22日、気仙町内で開かれ、関係者ら約100人がトン
ネルの貫通を喜び合いました。
　式では、戸羽太市長、佐藤和

かずのり

徳国土交通省東北地方整
備局南三陸国道事務所長、菊地一

かずひこ

彦県沿岸広域振興局副
局長が貫通発破の点火ボタンを押すセレモニーが行わ
れました。佐藤所長は「復興に向けて早期開通を目指し
たい」と意欲を見せ、戸羽市長は「被災地にとって大き
な一歩」と笑顔を見せました。会場では、気仙小6年生
が気仙町けんか七夕太鼓を披露。笑顔と拍手に包まれま
した。　気仙トンネルは、平成26年12月から着工。唐
桑高田道路は平成30年度の開通を目指しています。

三陸沿岸道路・唐桑高田道路の開通に前進

国道45号気仙トンネル（仮称）貫通式
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県
は
、
県
政
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
に
回
答
す
る
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。
応
募
方
法
な

ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
る
か

県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
資
格
…
県
内
に
在
住
し
平
成

28
年
４
月
１
日
現
在
で
満
20
歳

以
上
の
人
◆
任
期
…
平
成
28
年

４
月
１
日
～
30
年
３
月
31
日
（
２

年
間
）
◆
人
数
…
２
０
０
人
◆

応
募
締
切
…
２
月
29
日
㊊
（
当

日
消
印
有
効
）
◆
そ
の
他
…
モ

ニ
タ
ー
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し

ま
す

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
県
庁
広
聴

広
報
課
☎
０
１
９
・
６
２
９
・

５
２
８
１
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w.pref.iw
ate.jp/ 

　

Ｕ
タ
ー
ン
や
Ｉ
タ
ー
ン
の
希

望
者
、
来
春
卒
業
予
定
の
学
生

（
高
校
生
は
除
く
）
や
そ
の
家
族
、

就
職
先
を
探
し
て
い
る
人
を
対

象
に
就
職
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
相
談
会
へ
の
参
加
を
希
望

す
る
企
業
を
先
着
順
で
募
集
し

ま
す
。

◆
日
時
…
２
月
27
日
㊏
13
時
～

16
時
◆
会
場
…
大
船
渡
市
民
文

化
会
館
（
リ
ア
ス
ホ
ー
ル
）
◆

申
込
期
限
…
２
月
12
日
㊎

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
大
船
渡
☎
㉗
４
１
６
５

　

農
産
物
や
海
産
物
、
飲
料
、

雑
貨
な
ど
、
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
を
利
用
し
て
市
へ
寄
付
す
る

全
国
の
皆
さ
ん
へ
の
返
礼
品
を

募
集
し
ま
す
。
個
人
で
も
応
募

で
き
ま
す
。

◆
申
込
方
法
…
市
観
光
物
産
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
募
集

要
項
と
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

◆
申
込
期
限
…
２
月
29
日
㊊

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
観
光
物

産
協
会
☎
�
５
０
１
１
／
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジhttp://takanavi.

org/　

　

地
元
企
業
の
魅
力
を
伝
え
、

高
校
生
の
進
路
の
決
定
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
た
め
、
気
仙
管
内
の

企
業
や
産
業
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
日
時
…
３
月
９
日
㊌
13
時
～

16
時　

※
受
付
12
時
30
分
～　

◆
会
場
…
大
船
渡
市
民
文
化
会

館
（
リ
ア
ス
ア
ホ
ー
ル
）
◆
対

象
…
高
校
・
特
別
支
援
学
校
高

等
部
１
～
２
年
生　

※
保
護
者

は
見
学
だ
け　

◆
内
容
…
労
働

法
制
の
基
礎
知
識
、
先
輩
か
ら

皆
さ
ん
の
声
を
県
政
へ

希
望
郷
い
わ
て
モ
ニ
タ
ー

企
業
研
究
会

じ
ょ
ぶ
☆
な
び
☆
広
場

募　
　
集

お知らせ

INFORMATION

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
地
元
企
業
の

説
明
な
ど
◆
参
加
企
業
…
気
仙

管
内
13
社
◆
参
加
費
…
無
料
◆

申
込
方
法
…
2
月
26
日
㊎
ま
で

に
学
校
ま
た
は
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

気
仙
ま
で

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
気
仙
☎
㉑
３
４
５
６
／
ＦＡＸ

㉖
１
５
５
１

　

さ
ま
ざ
ま
な
国
の
昔
話
を
語
り

ま
す
。ほ
っ
と
一
息
つ
き
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
…
❶
２
月
８
日
㊊
❷
22

日
㊊　

※
❶
❷
ど
ち
ら
も
10
時

～
11
時　

◆
会
場
…
❶
市
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
❷
朝
日
の
あ

た
る
家

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
お
は
な
し

ぺ
パ
ン
（
馬
場
）
☎
０
９
０
･

６
７
８
２
・
２
９
６
１
　

　

児
童
生
徒
が
学
習
で
取
り
組

ん
だ
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
中

学
部
や
高
等
部
が
製
作
し
た
手

芸
や
木
工
、
陶
芸
な
ど
の
作
品

を
展
示
し
た
り
販
売
し
た
り
し

ま
す
。

◆
日
時
…
２
月
10
日
㊌
～
12
日

㊎
10
時
～
17
時　

※
販
売
は
16

時
30
分
ま
で
。
12
日
㊎
は
16
時

ま
で　

◆
会
場
…
サ
ン
リ
ア
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
憩
い
の

広
場
（
大
船
渡
市
盛
町
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
気
仙
光
陵

支
援
学
校
☎
㉗
８
５
０
０

　
「
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
新
し

い
図
書
館
」
を
テ
ー
マ
に
小
学

生
が
描
い
た
図
書
館
の
絵
画
展

を
開
催
し
ま
す
。
夢
の
あ
る
作

品
の
数
々
を
ぜ
ひ
鑑
賞
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
日
時
…
２
月
11
日
㊍
㊗
～
14

日
㊐
◆
会
場
…
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ホ
ー
ル

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
陸
前
高
田

ユ
ネ
ス
コ
協
会
事
務
局
（
生
涯

学
習
課
内
・
内
線
２
５
１
）

　
「
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
に
期
待
す

市
内
の
特
産
品
な
ど

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

催　
　
し

就
職
相
談
会
へ
の
参
加
企
業

Ｗ
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ　

 

Ｃ
ｈ
ａ
ｎ

ｃ
ｅ　
２
０
１
６

気
仙
光
陵
支
援
学
校

平
成
27
年
度
校
外
作
品
展

夢
の
あ
る
図
書
館
を
表
現

児
童
絵
画
展

戸
羽
太
市
長
と
語
る

復
興
へ
の
女
性
の
思
い

心
を
込
め
て
語
り
ま
す

大
人
の
た
め
の
お
話
会

2016年（平成28年）２月１日号 ⑳



る
―
女
性
の
視
点
を
―
」
を
テ

ー
マ
に
、
魅
力
的
で
楽
し
い
ま

ち
や
人
が
触
れ
合
う
温
か
い
ま

ち
を
目
指
し
て
戸
羽
市
長
と
語

り
合
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
自

由
に
参
加
で
き
ま
す
。

◆
日
時
…
２
月
16
日
㊋
13
時
30

分
～
15
時
◆
会
場
…
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
地
域
女

性
団
体
協
議
会
（
佐
々
木
）
☎

�
２
０
７
７

　
「
復
興
の
歩
み　

～
想
い
、
つ

な
ぐ
、明
日
へ
～
」
を
テ
ー
マ
に
、

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
写
真
や

絵
画
な
ど
の
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
復
興
へ
の
力
強
い
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
込
め
ら
れ
た
、
す
ば
ら

し
い
作
品
の
数
々
を
ぜ
ひ
鑑
賞

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
…
２
月
３
日
㊌
～
７
日

㊐
９
時
～
17
時
◆
会
場
…
陸
前

高
田
復
興
ま
ち
づ
く
り
情
報
館

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
Ｕ
Ｒ
都
市

機
構
岩
手
震
災
復
興
支
援
本
部

☎
０
１
９
・
６
０
４
・
３
０
６
６

日
で
す
。
毎
日
の
暮
ら
し
に
役

に
立
つ
行
政
手
続
き
の
電
話
相

談
を
無
料
で
実
施
し
ま
す
。
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
…
２
月
22
日
㊊
10
時
～

15
時

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
県
行
政
書

士
会
☎
０
１
９
・
６
２
３
・
１

５
５
５

　　

家
族
に
、
肺
が
ん
や
中
皮
腫

な
ど
と
診
断
さ
れ
、
亡
く
な
ら

れ
た
人
は
い
ま
せ
ん
か
？　

そ

の
病
気
や
症
状
は
石
綿
（
ア
ス

ベ
ス
ト
）
が
原
因
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
石
綿
に
よ
る
疾
病
と
認

定
さ
れ
た
場
合
は
、
各
種
給
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

心
当
た
り
の
あ
る
人
は
、
近
く

の
労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
岩

手
労
働
局
労
災
補
償
課
へ
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
大
船
渡
労

働
基
準
監
督
署
☎
㉖
５
２
３
１

ま
た
は
岩
手
労
働
局
労
災
補
償

課
☎
０
１
９
・
６
０
４
・
３
０

０
９　

～
」・
櫻
井
英え

い
い
ち一
氏
◆
対
象
・
人

数
…
一
般
・
先
着
70
人
◆
参
加

費
…
無
料
◆
申
込
期
限
…
２
月

19
日
㊎
（
事
前
登
録
が
必
要
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
シ
ー
ド
・

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ（
大
貫
）☎
０
３
・

３
８
３
５
・
９
２
１
１

◆
日
時
…
２
月
25
日
㊍
❶
13
時

～
❷
15
時
～
◆
会
場
…
市
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
◆
内
容
…
テ

レ
ビ
の
活
用
方
法
、
テ
レ
ビ
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接
続
方
法
、

次
世
代
放
送
の
内
容
説
明
な
ど

◆
費
用
…
無
料
◆
申
込
期
限
…

２
月
23
日
㊋

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
シ
ニ
ア
ネ

ッ
ト
リ
ア
ス
・
高
田
☎
�
３
８

２
０

　

２
月
22
日
は
行
政
書
士
記
念

◆
日
時
…
３
月
12
日
㊏
15
時
～

※
開
場
14
時
15
分
～　

◆
会
場

…
盛
岡
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
マ

リ
オ
ス
）
◆
出
演
…
岩
手
駐
屯

地
音
楽
隊
、
巖
鷲
太
鼓
、
駐
屯

地
ら
っ
ぱ
隊
な
ど
◆
入
場
料
…

無
料
◆
そ
の
他
…
会
場
へ
の
入

場
は
先
着
順
で
す
。
満
席
後
は

入
場
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
陸
上
自
衛

隊
岩
手
駐
屯
地
司
令
業
務
室
☎

０
１
９
・６
８
８
・４
３
１
１
（
内

線
２
５
６
）

　

高
次
脳
機
能
障
が
い
は
、
交

通
事
故
や
脳
梗
塞
な
ど
が
原
因

で
脳
に
起
き
る
後
遺
症
で
す
。

ケ
ガ
や
病
気
後
に
、
間
違
い
が

多
い
、
覚
え
ら
れ
な
い
、
怒
り

や
す
い
―
な
ど
の
症
状
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
機
会
に
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
…
２
月
10
日
㊌
13
時
～

15
時
◆
会
場
…
大
船
渡
地
区
合

同
庁
舎
４
階
大
会
議
室

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
大
洋
会
障

が
い
者
・
児
童
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
㉑
１
３
０
５

　

２
０
１
２
年
６
月
か
ら
開
始

し
た
「
遠
隔
医
療
シ
ス
テ
ム
」

が
３
月
で
終
了
し
ま
す
。
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
て
高
田
診
療
所

の
患
者
を
岩
手
医
科
大
学
（
盛

岡
）
か
ら
診
察
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果

を
皆
さ
ん
に
報
告
し
ま
す
。

◆
日
時
…
２
月
27
日
㊏
10
時
30

分
～
12
時
30
分　

※
開
場
10
時

～　

◆
会
場
…
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ホ
ー
ル
◆
内
容
…
❶
「
遠
隔

医
療
っ
て
何
だ
ろ
う
、
ど
ん
な

こ
と
が
で
き
る
か
な
？
」・
長
谷

川
高た

か
し志

氏
❷
「
皮
膚
科
遠
隔
医

療
の
成
果
報
告
～
陸
前
高
田
と

盛
岡
を
結
ん
で
～
」・
高
橋
和か

ず
ひ
ろ宏

氏
❸
「
皮
膚
の
冬
場
の
ト
ラ
ブ

ル
～
乾
燥
肌
と
か
ゆ
み
を
主
に

高
田
診
療
所
の
成
果
を
紹
介

皮
膚
科
の
遠
隔
医
療
を
学

ぼ
う
・
知
ろ
う
！

全
国
か
ら
の
声
を
あ
な
た
へ

東
日
本
大
震
災
復
興
フ
ォ
ト
＆

ス
ケ
ッ
チ
展
２
０
１
５

陸
上
自
衛
隊
岩
手
駐
屯
地

第
30
回
音
楽
隊
定
期
演
奏
会

情
報
機
器
を
生
か
そ
う

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
活
用
講
座

講　
　
座

症
状
や
対
応
な
ど
を
学
ぶ

高
次
脳
機
能
障
が
い
研
修
会

悩
み
や
困
り
ご
と
な
ど

ユ
キ
マ
サ
く
ん
に
相
談
し

て
み
よ
う
！

相　
　
談

労
働
災
害
が
疑
わ
れ
ま
す

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
の

疾
病

㉑



◆
日
時
…
２
月
21
日
㊐
❶
10
時

～
12
時
30
分
❷
13
時
30
分
～
16

時
◆
会
場
…
❶
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ホ
ー
ル
❷
長
部
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
◆
内
容
…
住

宅
再
建
補
助
金
や
災
害
復
興
住

宅
融
資
、
住
ま
い
の
復
興
給
付

金
、
資
金
計
画
、
契
約
な
ど
の

相
談

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
県
土
整
備

部
建
築
住
宅
課
☎
０
１
９
・
６

２
９
・
５
９
３
３
ま
た
は
被
災

者
支
援
室
（
内
線
３
４
1
）

　

女
性
を
対
象
に
女
性
相
談
員

が
、
相
続
や
借
金
問
題
、
家
族

の
問
題
な
ど
の
相
談
に
無
料
で

応
じ
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

◆
日
時
…
３
月
５
日
㊏
10
時
～

16
時
◆
相
談
方
法
…
❶
県
司
法

書
士
会
館
（
盛
岡
市
本
町
）
で

の
面
談
❷
電
話
で
の
相
談
☎
０

１
２
０
・
８
２
３
・
８
１
５
（
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
県
司
法
書

士
会
☎
０
１
９
・
６
２
２
・
３

３
７
２

　

乳
幼
児
の
親
子
や
妊
婦
な
ど

を
対
象
に
、
助
産
師
や
保
健
師

が
育
児
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
手
作
り
菓
子
や
ハ
ー
ブ
テ

ィ
ー
、
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
で

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
…
２
月
９
日
㊋
10
時
～

正
午
◆
会
場
…
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ホ
ー
ル
◆
参
加
費
…
５
０
０
円

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
ま
ん
ま
る

マ
マ
い
わ
て（
志
田
）☎
０
９
０
・

５
２
３
９
・
５
０
７
６
／
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://m

anm
aru.

org　
　

助
産
師
や
抱
っ
こ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
、
母
子
相
談
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
事
前

の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◆
日
時
…
２
月
19
日
㊎
10
時
～

15
時
◆
会
場
…
米
崎
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
◆
内
容
…

針
も
糸
も
使
わ
な
い
フ
エ
ル
ト

の
貼
り
絵
づ
く
り
◆
参
加
費
…

２
０
０
円
（
材
料
、
保
険
代
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
こ
そ
だ
て

シ
ッ
プ
☎
ＦＡＸ
㊼
５
６
８
９　

　　

相
談
は
無
料
で
す
が
予
約
し

た
人
を
優
先
し
ま
す
。

◆
日
時
…
２
月
21
日
㊐
10
時
～

15
時
◆
会
場
…
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ホ
ー
ル
◆
内
容
…
登
記
や
相

続
、
戸
籍
、
供
託
、
家
庭
・
近

隣
問
題
、
い
じ
め
問
題
、
そ
の

他
困
り
ご
と
な
ど
の
相
談

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
盛
岡
地
方

法
務
局
総
務
課
☎
０
１
９
・
６

２
４
・
９
８
６
１

　
　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
利
用
で
き
ま
す
。

口
座
振
替
は
保
険
料
が
自
動
で

引
き
落
と
さ
れ
、
金
融
機
関
な

ど
に
行
か
ず
に
済
み
、
納
め
忘

れ
が
な
く
便
利
で
す
。
口
座
振

替
で
保
険
料
を
当
月
末
に
引
き

落
と
し
す
れ
ば
、
月
々
50
円
が

割
引
と
な
る
早
割
制
度
や
現
金

納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い
６

カ
月
前
納
・
１
年
前
納
・
２
年

前
納
が
あ
り
ま
す
。
口
座
振
替

を
希
望
す
る
と
き
は
、
納
付
書

ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
の
届

け
出
印
を
持
参
し
、
希
望
す
る

金
融
機
関
で
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。
１
年
前
納
・
２
年
前
納

の
申
込
期
限
は
２
月
ま
で
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
一
関
年
金

事
務
所
☎
０
１
９
１
・
２
３
・

４
２
４
６

　

自
動
車
の
検
査
や
登
録
手
続

き
は
、
毎
年
３
月
に
集
中
し
て

窓
口
な
ど
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

名
義
や
住
所
の
変
更
、
廃
車
な

ど
は
２
月
中
に
手
続
き
し
ま
し

ょ
う
。

◆
受
付
時
間
…
平
日
８
時
45
分

～
正
午
、
13
時
～
16
時

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
東
北
運
輸

局
岩
手
運
輸
支
局
自
動
車
登
録
・

検
査
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
☎
０

５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
１
０

／
軽
自
動
車
検
査
協
会
岩
手
事

務
所
☎
０
５
０
・
３
８
１
６
・

１
８
３
３

　

平
成
28
年
３
月
１
日
～
３
月

７
日
は
建
築
物
防
災
週
間
で
す
。

地
震
や
火
災
、
が
け
崩
れ
な
ど

各
種
災
害
か
ら
人
命
や
建
築
物

の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
防

災
に
関
す
る
法
令
の
周
知
な
ど

防
災
対
策
を
推
進
し
ま
す
。
万

が
一
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、

防
災
上
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
る

建
築
物
を
中
心
に
市
町
村
や
消

防
な
ど
と
査
察
し
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
県
内
に
防
災
相

談
所
を
設
置
し
、
地
震
や
火
災
、

が
け
対
策
な
ど
建
築
物
の
防
災

相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

◆
防
災
相
談
所
…
沿
岸
広
域
振

興
局
土
木
部
大
船
渡
土
木
セ
ン

タ
ー
☎
０
１
９
２
・
２
７
・
９

９
１
９

口
座
振
替
が
お
得
で
す

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

子
育
て
を
支
援
し
ま
す

ま
ん
ま
る
サ
ロ
ン

母
子
相
談
な
ど

マ
マ
サ
ロ
ン
こ
そ
だ
て

シ
ッ
プ

安
心
し
て
相
談
を

女
性
司
法
書
士
の
無
料
法

律
相
談
会

法
務
局
へ
相
談
を

復
興
支
援
！　
な
ん
で
も

相
談
所お

知
ら
せ

早
め
に
手
続
き
し
ま
し
ょ
う

自
動
車
の
検
査
と
登
録

災
害
か
ら
人
命
や
建
築
物
を
守
る

建
築
物
防
災
週
間

被
災
者
の
皆
さ
ん
へ

住
宅
再
建
相
談
会

2016年（平成28年）２月１日号 ㉒



　 慶 弔（届出日：12/16～1/15）

「陸前高田災害FM」（80.5MHz）
では災害の情報や身近な生活
の情報を放送しています。
「広報りくぜんたかた」と併せ
て利用してください。

　　　　陸前高田災害
　　　　ＦＭ放送中　

　

携
帯
電
話
な
ど
に
向
け
た
緊

急
速
報
メ
ー
ル
の
配
信
が
、
平

成
27
年
11
月
19
日
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
気
象
庁
が
発
表
す
る

「
気
象
等
に
関
す
る
特
別
警
報
」

な
ど
を
緊
急
速
報
メ
ー
ル
で
受

信
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
避
難

情
報
に
従
う
な
ど
適
切
に
行
動

し
て
く
だ
さ
い
。
気
象
台
は
、

大
雨
や
津
波
、
高
潮
な
ど
で
重

大
な
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が

あ
る
場
合
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、

緊
急
速
報
メ
ー
ル
、
防
災
行
政

無
線
な
ど
の
方
法
で
特
別
警
報

 ◇出生（　）は字名・保護者・出生日

矢作　千　葉　聖
せい

　太
た

（信内・順一・12/25）

横田　紺　野　真
ま な み

那未（本宿・幸宏・12/31）

気仙　菊　地　紗
さ

　奈
な

（垂井ヶ沢・伸吾・12/30）

高田　千　葉　壮
そう

　大
た

（中田・純一・12/15）

　　　佐々木　い　と（山苗代・誠輝・1/10）

広田　髙　松　　　翔
かける

（後花貝・学・12/15）

◇結婚（　）は字名・婚姻日

高田　永山悟
さとる

・及川智
ち え

絵（鳴石・12/24）

◇おくやみ（　）は字名・年齢・死亡日

矢作　佐　藤　篤
とく

　平
へい

（的場・82・12/19）

　　　佐　藤　スサ子（三の戸・90・1/3）

横田　伊　藤　き　く（袋沢・51・12/17）

竹駒　猿
さる

　渡
わたり

　　　正
ただし

（相川・79・1/8）

　　　阿　部　　　髙
たかし

（細根沢・89・1/8）

気仙　藤　原　秀
ひで

　雄
お

（川口・87・12/15）

　　　吉　田　欽
きん

　也
や

（古谷・53・12/24）

　　　坂　井　小
こ

　雪
ゆき

（垂井ヶ沢・78・12/30）

　　　松　田　久
ひさ

　子
こ

（二日市・81・1/13）

高田　新
にっ

　國
くに

　　　實
みのる

（下和野・80・12/18）

　　　大　友　冨
とみ

　雄
お

（中和野・97・12/22）

　　　遠　野　芳
よし

　明
あき

（鳴石・53・1/6）

　　　石　川　カメヨ（中和野・88・1/8）

米崎　熊　谷　太
た

　民
みん

（脇の沢・79・1/3）

　　　金
きん

　　　春
はる

　子
こ

（野沢・98・1/4）

小友　藤　川　　　均
ひとし

（後谷地・87・12/24）

　　　山　田　哲
てつ

　郎
ろう

（松山前・79・1/12）

　　　鈴　木　孝
こう

　一
いち

（獺沢・85・1/13）

広田　吉　田　新
しん

　平
ぺい

（中沢・72・12/18）

　　　木　村　　　巖
いわお

（根岬・78・12/26）

　　　佐々木　　　司
つかさ

（六ヶ浦・88・1/12）

　　　大和田　久
ひさ

　雄
お

（大陽里・84・1/13）

　　　菅　野　孝
たか

　夫
お

（久保・68・1/13）

　　　熊　谷　き　よ（泊・99・1/14）

を
発
表
し
ま
す
。
特
別
警
報
が

発
表
さ
れ
た
地
域
は
、
数
十
年

に
一
度
の
非
常
に
危
険
な
状
況

で
す
。
津
波
（
大
津
波
）
警
報

な
ど
で
は
、
よ
り
高
い
場
所
へ

の
避
難
が
必
要
で
す
。
大
雨
や

高
潮
な
ど
風
水
害
の
場
合
は
、

避
難
す
る
た
め
の
外
出
が
非
常

に
危
険
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

気
象
情
報
を
確
認
し
て
早
め
の

避
難
準
備
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

日
頃
か
ら
周
囲
の
危
険
箇
所
や

避
難
場
所
、
避
難
経
路
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
気
象
庁

盛
岡
地
方
気
象
台
☎
０
１
９
・

６
２
２
・
７
８
７
０
／
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w.jm

a.

go.jp/jm
a/kishou/know

/
tokubetsu-keiho/index.htm

　

国
土
交
通
省
は
、
災
害
時
の

避
難
や
事
前
の
防
災
対
策
に
役

立
つ
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
。「
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
で

は
、
全
国
の
市
町
村
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

一
つ
の
地
図
上
か
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
防
災
に
役
立
つ
情
報
を
重

ね
て
閲
覧
で
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
国
土
交
通

省
東
北
地
方
整
備
局
三
陸
国
道

事
務
所
調
査
第
二
課
☎
０
１
９

３
・
７
１
・
１
７
４
２
／
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://disaportal.

gsi.go.jp/

　

大
船
渡
病
院
は
、
気
仙
地
域

の
救
急
医
療
や
が
ん
な
ど
の
高

度
専
門
医
療
を
担
う
病
院
で
す
。

医
療
体
制
を
充
実
す
る
た
め
、

４
月
１
日
か
ら
内
科
と
消
化
器

科
、
循
環
器
科
の
受
付
方
法
を

変
更
し
ま
す
。

◆
新
患
受
付
…
か
か
り
つ
け
の

医
療
機
関
か
ら
紹
介
状
を
持
参

し
た
人
だ
け
受
け
付
け
ま
す
。

診
療
日
は
、
か
か
り
つ
け
の
医

療
機
関
を
通
じ
た
予
約
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
◆
再
来
受
付
…

予
約
し
て
い
る
人
だ
け
診
療
し

ま
す
。
症
状
が
安
定
し
て
い
る

人
は
、
地
域
の
医
療
機
関
を
紹

介
し
ま
す
。
精
密
検
査
や
手
術

が
必
要
な
場
合
は
、
当
院
や
か

か
り
つ
け
の
医
療
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
診
療
し
ま
す
◆
そ
の

他
…
救
急
患
者
は
24
時
間
受
け

付
け
ま
す

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
大
船
渡
病

院
地
域
医
療
福
祉
連
携
室
☎
㉖

１
１
１
１
（
内
線
６
７
８
７
・

６
７
８
８
）

防
災
対
策
に
活
用
を

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト

４
月
１
日
か
ら
変
わ
り
ま
す

大
船
渡
病
院
の
内
科
・
消
化

器
科
・
循
環
器
科
の
受
付

気
象
等
に
関
す
る
特
別
警
報
な
ど

携
帯
電
話
な
ど
へ
緊
急
速

報
メ
ー
ル
の
配
信
開
始

㉓



数字で見る陸前高田市（平成27年12月31日現在）

市内の火災救急活動
（　）は1月からの累計

市の人口（住民登録人口）
（　）内は前月比

市内の交通事故（大船渡警察署調べ）
（　）は1月からの累計

◆人身事故
◆物損事故
◆負 傷 者
◆死 亡 者
◆飲酒運転

◆建　　物
◆林野・その他
◆出動件数
◆搬送人員

件
件
人
人
人

件
件
件
人

（　　件）
（　　件）
（　　人）
（　　人）
（　　人）

（　　件）
（　　件）
（　　件）
（　　人）

◆編集・発行◆　陸前高田市企画部まちづくり戦略室　〒０２９－２２９２ 岩手県陸前高田市高田町字鳴石４２番地５　☎０１９２（５４）２１１１（内線１７３）
　　　　　　　　ホームページ http://www.city.rikuzentakata.iwate.jp　Ｅメール senryaku@city.rikuzentakata.iwate.jp

男
女
計

世帯数

人
人
人

世帯

（ 　 ）
（ 　 ）
（ 　 ）

（ ）

1
0

68
66

4
1

825
808

25
401

33
0
8

9,790
10,409
20,199

7,630

－
－
－

－

3
4
7

7
※前年同月との比較（－193）

エネルギー　42kcal
食塩相当量　0.9g

（１人分）

食生活改善推進員
の 考 案 レ シ ピ 乳清（ホエー）のさっぱりマリネ

①玉ネギやピーマン、ハムは千切
りにして、ミニトマトは半分に
切る。　

　※辛みが苦手な人は、玉ネギを
10分程度、水にさらしてから
水気をとってください

②乳清（ホエー）、酢、からし、塩、
粗挽きこしょうを混ぜ合わせ
る。

③②の調味料と合わせて、約１時
間、冷蔵庫で冷やす。

玉ネギ‥‥‥‥‥‥‥‥‥1/3個
ピーマン‥‥‥‥‥‥‥‥1/2個
ミニトマト‥‥‥‥‥‥‥‥2個
ハム‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2枚
乳清（ホエー）‥‥‥‥1/3カップ
酢‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥大さじ1
からし‥‥‥‥‥‥‥小さじ1/4
塩‥‥‥‥‥‥‥‥‥小さじ1/5
粗挽きこしょう‥‥‥‥‥‥少々
※乳清（ホエー）の作り方は、広

報誌1月号のカッテージチーズ
の作り方で紹介しています

効率的に栄養が取
れ、 さ っ ぱ り し た
料理に
　チーズを作るときの固形
物と分離された液体を乳清

（ホエー）といいます。ヨー
グルトの上に溜まる液体も
乳清です。
　乳清には、タンパク質や
カルシウム、ビタミンなど
が多く含まれています。乳
清を調味料として使用する
ことで、料理がさっぱりし
た味になります。栄養も効
率的に取れ、減塩にもなり
ます。マリネのほかに、キ
ュウリやキャベツ、モヤシ
などお好みの野菜にも活用
できます。
　調味料の他にも、乳清を
ドレッシングにしたり、米
と一緒に炊いたり、みそ汁
のだし汁に使用したりする
な ど の 活 用 方 法 も あ り ま
す。乳清を捨てずに工夫し
て活用しましょう。
◆問い合わせ先…健康推進
課保健係（内線243）

材　料（2人分） 作　り　方
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3
0
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